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近
代
漆
器　

横
浜
へ
帰
還

ブ
ド
ウ
の
彫
刻　

寄
木
の
模
様

細
部
ま
で
手
が
込
ん
で
る
～
♪

オ
ス
ス
メ
！　

寄
木
の
飾
棚

う
ね
う
ね
の
か
た
ち
が
秀
逸
♪

この空間には

何を置いたんだろうね？

漆
器
ク
イ
ズ
！
～
漆
器
博
士
へ
の
道
!!

漆
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
？

①
樹
液
②
石
油
③
デ
ン
プ
ン
④
墨

　

正
解
は
、
①
！
ウ
ル
シ
ノ
キ
か
ら
採
れ
る
樹
液
で
す
。

　

元
は
乳
白
色
で
す
が
、
空
気
に
触
れ
る
と
褐
色
に
な

  

り
ま
す
。
特
徴
的
な
黒
い
色
は
、
鉄
分
を
入
れ
て
化

　

学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
で
発
色
し
ま
す
。

漆
器
の
弱
点
は
？

①
お
酒
②
海
水
③
日
光
④
レ
モ
ン
汁

　

正
解
は
、
日
光
！
漆
は
酸
に
も
ア
ル
カ
リ
に
も
強
い

　

で
す
。
海
に
沈
ん
だ
漆
器
が
、
1
年
半
後
に
そ
の
ま

　

ま
の
姿
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
紫
外
線
に
は
弱
く
、
当
た
り
続
け
る
と
塗
膜
が

　

弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

漆
器
の
長
所
は
？

①
美
し
さ
②
長
持
ち
す
る
こ
と
③
手
触
り
、
口
当
た
り
の

滑
ら
か
さ
④
つ
や
、
輝
き
⑤
熱
く
な
り
に
く
い
⑧
抗
菌
効

果
⑨
品
格
が
あ
る
⑩
手
取
り
が
軽
い
、
ぬ
く
も
り
が
あ
る

　

正
解
は
！
全
部
で
す
！

（漆
贔
屓
の
意
見
）

　

こ
の
人
―
金
子
皓
彦
氏　

今
回
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
る
90
％
以
上
が
、
金
子
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
半
世
紀
以
上
か
け
て
蒐
集
し
た
点

数
は
、
一
説
に
は
10
万
点
と
か
。「
も
う
僕
に
も
正
確
に

は
わ
か
ら
な
い
よ
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
軽
や
か
に
些

末
な
こ
と
だ
と
笑
い
飛
ば
し
ま
す
。
博
識
な
金
子
氏
の
興

味
と
関
心
は
、80
歳
を
こ
え
て
も
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

今
日
も
ま
た
愛
車
を
駆
っ
て
東
奔
西
走
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
本
展
の
会
期
途
中
に
も
、

新
た
な
蒐
集
品
が
会
場
に
お
目
見
え
す
る
か
も
!?

　

金
子
氏
ご
本
人

も
会
期
中
は
足
繁

く
会
場
に
通
う
予

定
だ
と
か
。

【
略
歴
】
金
子
皓
彦
（
か
ね
こ
・
て
る
ひ
こ
）

　

昭
和
16
年（
一
九
四
一
）、神
奈
川
県
生
ま
れ
。
昭
和
39
年
、

國
學
院
大
學
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
同
年
よ
り
國
學
院
大
學

考
古
学
資
料
室
、
昭
和
60
年
よ
り
東
京
女
学
館
短
期
大
学
に

て
調
査
研
究
ほ
か
教
鞭
を
執
る
。
現
在
、
國
學
院
大
學
客
員

教
授
。
こ
の
他
、
各
地
の
文
化
財
関
連
委
員
等
を
歴
任
。
主

な
経
歴
と
し
て
、
大
和
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
。

か
つ
て
横
浜
は
漆
器
の
産
地
だ
っ
た
―
―

　

こ
う
記
す
と
、
驚
か
れ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
事
実
で
す
。
た
だ
、
時
代
は
限
定
さ

れ
ま
す
。
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
、
す
な
わ
ち
近
代
が

そ
の
盛
期
で
し
た
。
な
ぜ
、
横
浜
が
漆
器
の
産
地
と
な

り
、
ま
た
い
ま
で
は
産
地
で
は
な
く
な
っ
た
の
か
。
そ

し
て
、
な
ぜ
そ
の
記
憶
が
薄
ら
い
で
い
る
の
か
。
本
展

覧
会
は
、
こ
の
謎
へ
挑
戦
す
る
た
め
の
企
画
で
す
。

　

横
浜
が
漆
器
の
産
地
に
な
っ
た
理
由
、
そ
れ
は
近
代

の
輸
出
産
品
と
し
て
、
漆
器
が
重
要
な
ア
イ
テ
ム
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
安
政
6
年
（
一
八
五
九
）
の
横
浜
開
港

の
折
、
静
岡
の
漆
器
商
ら
は
い
ち
早
く
横
浜
に
進
出
し

ま
し
た
。
万
国
博
覧
会
な
ど
で
日
本
の
漆
器
は
西
洋
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
徐
々
に
輸
出
量
は
増
し
て
い
き
ま

す
。
江
戸
時
代
ま
で
に
発
展
し
て
い
た
日
本
各
地
の
漆

器
産
地
か
ら
、
横
浜
へ
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
か
ら

の
注
文
に
応
え
る
た
め
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
か
た
ち

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
近
代
漆
器
の
大
き
な
魅

力
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
注
文
に
素
早
く
応
え
よ
う
と
す
る
と
、

貿
易
港
か
ら
遠
く
離
れ
た
産
地
で
の
制
作
は
不
利
で
し

た
。
そ
こ
で
商
人
や
職
人
ら
は
、
横
浜
に
集
い
は
じ
め

ま
し
た
。
結
果
、
横
浜
は
近
代
漆
器
へ
の
対
応
の
た
め
、

産
地
化
し
た
の
で
す
。
こ
の
近
代
横
浜
特
有
と
い
っ
て

い
い
漆
器
が
、芝
山
細
工
を
伴
う
一
群
で
す
。
ポ
ス
タ
ー

に
使
用
さ
れ
た
作
品
が
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
す
。
貝
や

骨
な
ど
を
用
い
て
立
体
感
を
あ
ら
わ
し
た
、
力
強
い
表

現
で
す
。

　

「
こ
れ
が
漆
器
な
の
？
」
と
驚
か
れ
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
海
外
か
ら
す
る
と
、
日
本
の
木
工
芸
全
般

が
「
漆
器
」
と
括
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

で
す
か
ら
、
箱
根
な
ど
で
有
名
な
寄
木
細
工
も
ま
た
、

「
漆
器
」
と
い
う
区
分
で
海
外
に
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
輸
出
用
の
作
品
だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
は
ほ
と

ん
ど
国
内
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
、
金
子

皓
彦
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
横
浜
正
金
銀
行
旧
本
店
本

館
を
活
用
す
る
当
館
で
展
示
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し

た
。
久
方
ぶ
り
の
里
帰
り
。
輸
出
工
芸
の
本
拠
地
で
、

数
多
く
の
作
品
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
を
、
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

鑑
賞
の
コ
ツ

鑑
賞
の
コ
ツ

　

ま
る
で
基
礎
知
識
も
な
く
、
展
覧
会
に
不
慣
れ
な
方
で

も
、
こ
の
鑑
賞
の
コ
ツ
を
読
め
ば
も
う
安
心
で
す
。
気
楽

に
、
展
覧
会
を
楽
し
む
た
め
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

①
順
路
は
気
に
し
な
い
で
！

　

好
き
な
作
品
を
、好
き
な
角
度
で
見
れ
ば
良
い
ん
で
す
。

　

順
番
に
見
な
け
れ
ば
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
ら
な
い
と
い

　

う
展
覧
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
（
笑
）

②
時
間
は
気
に
し
な
い
で
！

　

じ
っ
く
り
見
な
い
で
も
良
い
ん
で
す
。
さ
ら
り
と
、
ふ

　

わ
り
と
花
を
眺
め
る
よ
う
に
、
で
も
。
気
に
入
っ
た
も

　

の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
じ
～
く
り
で
。
ご
自
身

　

の
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
OK
！

③
会
話
も
楽
し
ん
で
！

　

ご
友
人
ご
家
族
で
の
ご
鑑
賞
な
ら
ば
、
作
品
に
つ
い
て

　

感
想
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
よ
。
小
さ
な
声
で
、
他

　

の
来
館
者
の
方
を
気
遣
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、大
丈
夫
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

博
物
館
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
、
作
品
や

資
料
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
の
ル
ー
ル
を
守

れ
ば
、
た
い
て
い
の
こ
と
は
大
丈
夫
！
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プロローグ

第 1章

１―22　

芝山細工花鳥図屏風

海外で 「ヨコハマ」 とよばれ

る尾長鷄がいることをご存じ？

珍しい日本の動物として認識

されていたから、 工芸のデザ

インにもよく登場しますね♪Pー 1

寄木細工飾棚

金子コレクションを代表する逸品がお出迎え！

１―16

芝山細工飾棚

このたび扉を修復しまして、 より綺麗に！

１―25 （部分）

芝山細工豊年満作図屏風

人物の着物にご注目！超絶豪華な着物なんです！

展
示
プ
ラ
ン
は
秘
密
な
部
分
も
あ
る
よ
♪

会
場
で
、
ぜ
ひ
驚
い
て
く
だ
さ
い
！

オ
ス
ス
メ
！

　

こ
こ
を
見
て
欲
し
い
ん
だ

出
品
番
号

P
―
１

寄
木
細
工
飾
棚

一
四
七
・〇
×
一
四
五
・〇
×
五
三
・二

木
、
漆
、
寄
木
細
工

明
治
５
年
頃

P
―
２

芝
山
細
工
飾
棚

二
〇
四
・〇
×
一
二
四
・〇
×
三
七
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

P
―
３

芝
山
細
工
藤
に
鯉
図
屏
風

一
七
八
・〇
×
一
七
〇
・〇
×
三
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

P
―
４

寄
木
細
工
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

一
八
一
・〇
×
二
四
〇
・〇
×
七
七
・〇

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
木
彫

１
―
１

芝
山
細
工
富
士
風
俗
図
ア
ル
バ
ム

五
・〇
×
三
五
・〇
×
二
七
・四

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

１
―
２

蒔
絵
菊
に
雀
図
ア
ル
バ
ム

五
・〇
×
三
八
・六
×
二
七
・四

木
、
漆
、
蒔
絵

１
―
３

芝
山
細
工
藤
に
鶏
図
ア
ル
バ
ム

六
・〇
×
三
七
・〇
×
二
七
・四

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
透
き
絵

１
―
４

芝
山
細
工
牡
丹
に
鶏
図
オ
ル
ゴ
ー
ル
ア
ル
バ
ム

六
・〇
×
三
五
・〇
×
二
七
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
青
貝
細
工
、
錫
箔

１
―
５

青
貝
細
工
風
俗
図
ア
ル
バ
ム

六
・〇
×
三
五
・五
×
二
七
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
青
貝
細
工
、
錫
箔

１
―
６

芝
山
細
工
梅
に
鷹
図
飾
額

八
九
・五
×
五
六
・〇
×
五
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
７

芝
山
細
工
富
士
に
雉
図
飾
額　
　
　

一
対

(

各)

六
二
・〇
×
四
六
・五
×
二
・七

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
８

芝
山
細
工
桜
に
尾
長
鶏
図
飾
額

四
六
・〇
×
三
五
・三
×
四
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
９

芝
山
細
工
桜
に
鷹
図
飾
額

五
三
・五
×
四
一
・〇
×
五
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

個
人
蔵

１
―
10

芝
山
細
工
梅
に
雉
図
飾
額

三
九
・五
×
三
九
・五
×
二
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
11

芝
山
細
工
双
鷹
図
額

五
四
・五
×
五
四
・五
×
一
〇
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
12

芝
山
細
工
婦
人
図
額

七
一
・〇
×
四
七
・〇
×
二
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵
、
木
彫

１
―
13

芝
山
青
貝
細
工
富
士
風
俗
図
飾
額　

一
対

(

各)

四
四
・八
×
四
四
・八
×
六
・七

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
青
貝
細
工
、
蒔
絵
、
透
き
絵

１
―
14

芝
山
細
工
富
士
山
形
風
俗
図
壁
飾　
　
　

四
点

(

各)

三
六
・五
×
二
〇
・八
×
一
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
15

芝
山
宗
明
関
係
資
料

芝
山
昌
能
氏
蔵

①
パ
リ
万
国
博
覧
会
出
品
工
芸
作
家
集
合
写
真

（写
真
）
一
一
・二
×
一
五
・三

鶏
卵
紙
、
台
紙
付

明
治
三
十
三
年

（一
九
〇
〇
）
頃

②
東
京
彫
工
会
会
員
証

二
六
・〇
×
三
四
・五

紙
本
墨
書

明
治
二
十
六
年

（一
八
九
三
）

③
東
京
彫
工
会
第
五
回
競
技
会
賞
状

四
〇
・〇
×
五
三
・〇

紙
本
墨
書

明
治
二
十
三
年

（一
八
九
〇
）

④
日
本
美
術
協
会
美
術
展
覧
会
賞
状

四
四
・〇
×
三
二
・〇

紙
本
墨
書

明
治
二
十
五
年

（一
八
九
二
）

１
―
16

芝
山
細
工
飾
棚

(

総
高)

二
一
二
・六
×
一
四
六
・八
×
三
七
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

１
―
17

芝
山
細
工
飾
棚

(

総
高)

二
〇
〇
・〇
×
一
二
一
・〇
×
三
五
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

１
―
18

芝
山
細
工
飾
棚

一
九
七
・〇
×
一
一
八
・五
×
四
〇
・六

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

１
―
19

芝
山
細
工
桜
に
鷹
図
屏
風

一
七
九
・〇
×
一
四
八
・〇
×
四
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵
、
木
彫

１
―
20

芝
山
細
工
藤
と
紅
葉
に
鳩
図
屏
風

一
九
〇
・〇
×
二
七
六
・〇
×
三
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
21

芝
山
細
工
樫
に
鷹
図
屏
風

一
八
六
・〇
×
一
七
三
・〇
×
五
・四

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
22

芝
山
細
工
花
鳥
図
屏
風

一
八
〇
・〇
×
二
二
八
・〇
×
三
・五

木
、
ボ
ー
ル
紙
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵
、
木
彫

１
―
23

芝
山
細
工
藤
に
鳩
図
屏
風

一
七
八
・〇
×
一
七
六
・〇
×
三
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

１
―
24

芝
山
細
工
桜
に
雉
図
屏
風

一
五
四
・〇
×
一
五
〇
・〇
×
四
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

１
―
25

芝
山
細
工
豊
年
満
作
図
屏
風

一
六
七
・〇
×
一
八
〇
・〇
×
三
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

【
凡
例
】

◇
本
目
録
は
、本
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
作
品
・
資
料
の
デ
ー

　

タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◇
本
目
録
の
順
序
は
、
展
示
順
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会

　

場
内
に
本
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
作
品
・
資
料
が

　

並
ん
で
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
本
目
録
は
、
本
展
の
主
要
な
作
品
・
資
料
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め

　

た
も
の
の
た
め
、
会
場
に
並
ぶ
す
べ
て
の
作
品
・
資
料
の
デ
ー

　

タ
は
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
ご
厚
意
に
よ
り

　

参
考
出
品
さ
れ
て
い
る
も
の
の
デ
ー
タ
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

◇
本
目
録
に
掲
載
す
る
情
報
は
、
以
下
の
順
序
で
す
。

　

出
品
番
号
／
作
品
・
資
料
名
称
／
作
者
等

　

制
作
年
・
制
作
年
代
／
寸
法
／
材
質
・
技
法
／
所
蔵

◇
作
品
・
資
料
名
称
は
、
従
来
の
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
表

　

記
等
に
準
拠
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
、
改
め
た
も
の
も
あ

　

り
ま
す
。

◇
制
作
年
・
制
作
年
代
は
、
明
ら
か
に
な
る
場
合
、
推
定
が
で
き

　

る
場
合
の
み
記
載
し
ま
し
た
。

◇
寸
法
は
、
高
×
幅
×
奥
行
、
高
×
径
、
縦
×
横
の
順
で
す
（
㎝
）。

◇
材
質
・
技
法
は
、
伝
承
な
ら
び
に
実
見
調
査
に
基
づ
き
ま
す
。

◇
所
蔵
記
載
の
な
い
作
品
・
資
料
は
、
す
べ
て
金
子
皓
彦
コ
レ
ク

　

シ
ョ
ン
で
す
。

会
場
案
内
①

は
じ
ま
り
～
１芝

山
細
工章

　

自
動
ド
ア
が
開
い
て
、
い
ざ
、
会
場
内
へ
。

　

最
初
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
、
真
っ
黒
い
空
間
。
そ
の
な
か

に
ど
～
ん
と
鎮
座
ま
し
ま
す
大
型
の
作
品
た
ち
。
芝
山
細

工
の
飾
棚
、
寄
木
細
工
の
飾
棚
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー

ロ
ー
。
大
迫
力
で
す
よ
。
そ
の
大
き
さ
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。い
く
ら
印
刷
や
テ
レ
ビ
、ス
マ
ホ
が
高
精
細
に
な
っ

て
も
、
大
き
さ
だ
け
は
伝
わ
ら
な
い
！
実
際
に
肉
眼
で
、

身
体
で
味
わ
う
良
さ
が
あ
る
―
こ
こ
が
博
物
館
の
ス
テ
キ

な
と
こ
ろ
で
す
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
感
じ
て
欲
し
い
こ
と
は
、
こ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
作
品
が
、
な
ぜ
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
な
、
と
い
う
こ
と
。
想
像
し
て
欲
し
い
こ
と
は
、
こ

れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
。
そ
う
、
海

外
に
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
国
内
に
類
例
が
残
っ
て
い
な
い

か
ら
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
大
き
い
理
由

も
主
に
西
洋
の
住
宅
等
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
か
ら
で
す
ね
。
国
内
向
け
の
制
作
で
は
な
い
か
ら
こ

そ
の
大
き
さ
、
モ
チ
ー
フ
と
い
う
魅
力
で
す
。

　

す
ご
い
作
品
を
見
た
！
こ
れ
だ
け
で
も
お
な
か
い
っ
ぱ

い
～
。
あ
れ
、
最
初
か
ら
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
？

　

最
初
だ
け
？
と
思
わ
れ
た
方
、
い
え
い
え
、
こ
こ
か
ら

が
展
覧
会
の
本
体
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
扉
の
向
こ
う
、

奥
の
部
屋
へ
と
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

す
る
と
、
こ
ち
ら
は
第
1
章
、
芝
山
細
工
が
盛
大
に
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
代
横
浜
の
豪
華
な
時
代
が
、
ま

さ
に
甦
っ
た
か
の
よ
う
な
空
間
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
立
ち
並
ぶ
屏
風
た
ち
、
額
や
小
箱
ま
で
。
素
材

も
貝
や
牛
骨
な
ど
、
文
字
通
り
多
彩
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
こ
だ
わ
っ
た
内
容
は
、
こ
の
章
で
す
。
金
子
皓

彦
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
の
一
環
で
当
館
で
も
開
催
し
よ
う
と
な
っ
た
と
き
、

最
初
か
ら
芝
山
細
工
に
こ
だ
わ
る
、
横
浜
で
、
当
館
で
開

催
す
る
意
味
を
十
分
に
掬
う
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
核
が
芝
山
細
工
で
す
。
横
浜
芝
山
漆

器
と
も
称
さ
れ
る
そ
れ
ら
を
、
た
く
さ
ん
並
べ
て
、
そ
の

魅
力
、
歴
史
的
な
展
開
を
、
展
示
を
通
じ
て
考
え
よ
う
と

い
う
試
み
な
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
の
ち
が
い
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
素
材
の
輝
き
方
、
色
、
盛
り
上
げ
方
、

組
み
合
わ
せ
方
な
ど
な
ど
。
見
所
が
あ
り
す
ぎ
て
、
担
当

者
た
ち
も
い
つ
も
ク
ラ
ク
ラ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
多
様
な
組
み
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
意
匠
・
デ
ザ
イ

ン
を
包
含
し
て
受
け
止
め
て
い
る
の
が
、漆
と
い
う
存
在
。

そ
の
親
和
性
、
懐
の
広
さ
も
、
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
オ
ス
ス
メ
参
考
文
献
　

金
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

　
　
　
知
る
な
ら
こ
ち
ら
！
　

金
子
皓
彦

『
西
洋
を
魅
了
し
た
「
和
モ
ダ
ン
」

の
世
界
』　
三
樹
書
房
　

　
　
　
令
和
５
年
増
補
新
訂
版



•
••

••
••

••
••

••
•••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
•••

••
•

••
••

••
••

••
•••

••
•

••
••

••
•

•
••

••
••

••
••

••
•••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
•••

••
•

••
••

••
••

••
•••

••
•

••
••

••
•

• •• • • • • • • •
• •

• •• • • • • • • • • •• • •

•
••

••
••

••
••

••
••

••
•

•
••

••
••

••
••

••
••

•

第2章

第3章

２―23

寄木細工飾箪笥

３―６

蒔絵竹に雀図小箪笥

３―36

青貝細工花鳥図ライ

ティングビューロー

出品作の中で最も

キラキラ光る作品

２―44　

木象嵌水車小屋図箱

木を、 絵の通りのかたちに切るだけでも、

とっても難しそうだね。

た
く
さ
ん
の
作
品
が

　
　
　

ど
こ
ま
で
並
ぶ
か
な
？

２―２

寄木細工ライティングビューロー

楽しい気分で、 手紙が書けそうだね♪

３―66　

富士と城郭図アルバム

これはまた不思議なお城ですね。 色彩も

ド派手だし、 そもそも漆ですか？これも

含めて、 「輸出漆器」 なんです！

オ
ス
ス
メ
！

　

こ
こ
を
見
て
欲
し
い
ん
だ

１
―
26

芝
山
細
工
花
鳥
図
屏
風

一
三
六
・〇
×
一
六
四
・〇
×
三
・九

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵
、
蒔
絵

１
―
27

芝
山
細
工
紅
葉
に
大
鷹
図
屏
風

二
〇
六
・〇
×
一
九
〇
・〇
×
六
・三

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵
、
木
彫

１
―
28

芝
山
細
工
風
俗
図
飾
棚

八
八
・六
×
八
三
・九
×
三
一
・二

木
、
漆
、
芝
山
細
工

１
―
29

芝
山
細
工
小
箪
笥

三
九
・〇
×
五
三
・〇
×
二
九
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工

１
―
30

芝
山
細
工
梅
に
小
鳥
図
箱

九
・五
×
三
〇
・五
×
二
三
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
31

芝
山
細
工
藤
に
小
鳥
図
箱

八
・五
×
二
五
・七
×
一
八
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
32

蒔
絵
花
鳥
風
景
図
箱

七
・〇
×
一
九
・五
×
一
六
・七

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵

１
―
33

芝
山
細
工
花
虫
図
盆

二
・八
×
四
七
・五
×
三
五
・八

木
、
漆
、
芝
山
細
工

１
―
34

芝
山
細
工
花
鳥
図
飾
皿

三
・〇
×
一
二
・三
×
一
五
・〇

金
属
、
芝
山
細
工

１
―
35

芝
山
細
工
人
物
図
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
箱

七
・五
×
二
〇
・〇
×
一
五
・三

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
透
き
絵
、
蒔
絵

１
―
36

芝
山
細
工
牡
丹
図
衝
立

七
七
・〇
×
五
一
・一
×
一
一
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
37

芝
山
細
工
花
籠
図
額

五
四
・〇
×
三
七
・五
×
二
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
38

芝
山
細
工
菊
に
蝶
図
飾
額

五
七
・〇
×
四
一
・五
×
七
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
39

芝
山
細
工
牡
丹
に
蝶
図
飾
額

五
七
・〇
×
四
一
・五
×
八
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
木
彫

１
―
40

芝
山
細
工
花
籠
図
小
箪
笥

一
五
・五
×
一
四
・〇
×
七
・〇

象
牙
、
木
、
芝
山
細
工

１
―
41

象
牙
細
工
象
置
物

一
五
・〇
×
八
・五
×
一
九
・五

象
牙
、
水
晶
、
芝
山
細
工

２
―
１

寄
木
細
工
飾
棚

七
七
・五
×
七
四
・五
×
三
六
・〇

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
２

寄
木
細
工
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

一
六
六
・五
×
一
五
二
・〇
×
七
六
・五

木
、
寄
木
細
工

２
―
３

寄
木
細
工
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

九
一
・〇
×
八
三
・三
×
三
四
・三

木
、
寄
木
細
工
、
木
象
嵌

２
―
４

寄
木
細
工
飾
棚

一
七
〇
・〇
×
一
二
八
・〇
×
三
三
・〇

木
、
寄
木
細
工
、
木
彫

２
―
５

寄
木
細
工
飾
棚

一
五
三
・〇
×
一
二
五
・〇
×
三
五
・〇

木
、
寄
木
細
工
、
木
彫

２
―
６

寄
木
細
工
飾
棚

二
〇
〇
・〇
×
一
二
〇
・〇
×
三
五
・七

木
、
寄
木
細
工
、
木
彫

２
―
７

寄
木
細
工
飾
棚

一
二
五
・〇
×
九
五
・五
×
二
八
・〇

木
、
寄
木
細
工

２
―
８

寄
木
細
工
小
飾
棚

四
二
・五
×
二
七
・〇
×
一
三
・八

木
、
寄
木
細
工

２
―
９

寄
木
細
工
屏
風

四
曲
一
双

一
二
〇
・五
×
一
八
二
・〇
×
二
・四

木
、
寄
木
細
工
、
木
彫

２
―
10

寄
木
細
工
簾
扉
付
書
架

七
五
・五
×
四
五
・〇
×
二
〇
・五

木
、
寄
木
細
工

２
―
11

寄
木
細
工
小
箪
笥

六
一
・五
×
六
〇
・〇
×
二
〇
・〇

木
、
寄
木
細
工
、
木
象
嵌

２
―
12

寄
木
細
工
箪
笥

三
七
・〇
×
三
六
・三
×
一
五
・〇

木
、
寄
木
細
工

２
―
13

寄
木
細
工
棚

四
九
・二
×
四
一
・七
×
一
七
・八

木
、
寄
木
細
工

２
―
14

日
本
百
景

（其
五
）

四
七
・〇
×
三
一
・八

紙
、
写
真
銅
版
印
刷

２
―
15

寄
木
細
工
花
鳥
図
ネ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル　
　
　
　

四
点
組

(

最
大)

七
三
・〇
×
五
四
・五
×
三
九
・〇 

(

最
小)

六
八
・〇
×
三
三
・七
×
三
二
・〇 

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
16

寄
木
細
工
チ
ェ
ス
テ
ー
ブ
ル

一
一
七
・〇
×
九
四
・〇

（展
開
時
）
×
六
三
・〇

木
、
寄
木
細
工

２
―
17

寄
木
細
工
飾
箪
笥

一
一
五
・五
×
六
四
・五
×
三
一
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
青
貝
細
工

２
―
18

寄
木
細
工
蒔
絵
松
に
鷹
図
小
箪
笥

一
七
・〇
×
四
三
・〇
×
三
五
・二

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
19

寄
木
青
貝
細
工
花
鳥
図
小
箪
笥

三
五
・七
×
二
九
・五
×
一
三
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
青
貝
細
工

２
―
20

寄
木
細
工
小
箪
笥

五
四
・三
×
四
六
・〇
×
二
五
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
21

寄
木
細
工
蒔
絵
富
士
図
箪
笥

五
八
・〇
×
六
〇
・〇
×
三
一
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
22

寄
木
細
工
手
元
箪
笥

四
八
・〇
×
四
五
・一
×
二
三
・〇

木
、
寄
木
細
工

２
―
23

寄
木
細
工
飾
箪
笥

二
九
・八
×
二
七
・〇
×
一
五
・〇

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
24

寄
木
細
工
家
形
箪
笥

六
二
・〇
×
七
三
・八

（展
開
時
）
×
三
六
・八

木
、
寄
木
細
工

２
―
25

寄
木
細
工
蒔
絵
銘
木
硯
箱

五
・六
×
三
九
・〇
×
九
・二

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
26

寄
木
細
工
旅
枕

一
六
・〇
×
二
一
・八
×
九
・〇

木
、
寄
木
細
工

会
場
案
内
②２寄

木
・木
象
嵌

章

～
３輸

出
漆
器章

は
じ
ま
り
の
部
屋
か
ら
奥
の
部
屋
へ
。
ぐ
る
～
っ
と
ケ
ー

ス
を
巡
っ
て
、
隣
の
区
画
へ
と
移
り
ま
す
。
す
る
と
、
第

2
章
そ
し
て
第
3
章
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
当
館
を

よ
く
ご
存
じ
の
方
は
、
い
つ
も
と
は
見
慣
れ
な
い
展
示
空

間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
。
迷
路
の

よ
う
に
ケ
ー
ス
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
の
見

所
で
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る
限
り
、
大
き
な
作
品
を
よ
く

見
せ
よ
う
と
い
う
配
慮
で
す
。

　

第
2
章
は
寄
木
細
工
、
木
象
嵌
を
メ
イ
ン
と
し
た
章
。

そ
し
て
第
3
章
は
、
輸
出
漆
器
全
体
を
紹
介
す
る
章
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
の
本
体
は
、
1
・
2
・
3
章
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
、
作
品
や
資
料
が
き
れ
い
に
分

か
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
相
互
に
関
連
す
る
作
品

や
資
料
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
部
屋
・
区
画
が
別
で

も
、
た
と
え
ば
デ
ザ
イ
ン
の
似
通
っ
た
作
品
同
士
は
一
緒

に
展
示
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

寄
木
細
工
は
、
箱
根
が
そ
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

今
で
も
そ
の
制
作
は
盛
ん
で
す
が
、
か
つ
て
は
静
岡
で
も

盛
ん
で
し
た
。
本
展
で
は
、
近
代
輸
出
品
と
し
て
制
作
さ

れ
た
一
連
の
作
品
も
紹
介
し
ま
す
。佐
藤
商
店
の
漆
器
は
、

本
展
で
紹
介
す
る
う
ち
、
制
作
社
名
の
わ
か
る
数
少
な
い

作
品
で
す
。
同
店
は
漆
器
店
で
す
が
、
寄
木
細
工
も
同
時

に
扱
い
、
ひ
と
つ
の
作
品
の
な
か
で
も
共
存
し
て
い
る
興

味
深
い
作
例
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
産
地
が
各
々
の
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
多
く
の
制
作
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
回
出
品

さ
れ
る
作
品
の
う
ち
、
産
地
が
明
ら
か
に
な
る
作
例
は
決

し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
作
者
名
や
産
地
な
ど
、
特

定
で
き
る
情
報
が
作
品
に
明
記
さ
れ
て
い
る
事
例
は
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
技
術
者
や
技
術
、
作
品
や

作
品
の
パ
ー
ツ
が
、
移
動
す
る
た
め
、
各
地
や
各
社
の
違

い
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
実
に
困
難
で
す
。
こ
の
よ

う
な
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
交
通
が
整
備
さ
れ
た
時
代

相
に
よ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

第
3
章
の
見
所
は
、漆
器
の
素
材
的
な
ひ
ろ
が
り
で
す
。

第
1
章
で
は
芝
山
細
工
に
焦
点
を
あ
て
、
貝
や
骨
と
の
親

和
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
3
章
で
は
、
青
貝
と
鼈べ

っ
こ
う甲

を

集
中
的
に
取
り
上
げ
ま
す
。
い
ず
れ
も
華
麗
な
色
彩
や
意

匠
を
漆
器
の
表
面
に
加
え
ま
す
。

　

加
え
て
、
漆
の
代
替
素
材
と
も
な
る
合
成
樹
脂
系
塗
料

や
、
木
と
は
異
質
の
素
地
と
し
て
金
属
や
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。
漆
器
の
新
時
代
を
拓
こ
う
と
い
う

挑
戦
は
、戦
後
そ
し
て
現
代
へ
続
く
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

当
館Instagram

で
も
本
展
に
つ
い
て
配
信
中
！

フ
ォ
ロ
ー
よ
ろ
し
く
♪



　

特
集　

ワ
ザ
を
見
る　

ワ
ザ
を
知
る

ド
～
ン
と
飛
び
出
す
！　

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
☆

こ
こ
が
近
代
横
浜
の
芝
山
細
工
の
見
所
っ
!!

ギ
ラ
ギ
ラ
～　

青
貝
は
芝
山
よ
り
も

さ
ら
に
派
手　

ギ
ラ
ギ
ラ
～
★

ワ
シ
が
「
寄
貝
」
の
典
型
例
じ
ゃ
！

と
く
と
、
こ
の
貝
の
重
な
り
を
見
よ
！

２
―
27

寄
木
細
工
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

一
三
・五
×
三
七
・三
×
三
〇
・一

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵
、
青
貝
細
工

２
―
28

寄
木
細
工
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

一
〇
・〇
×
三
八
・〇
×
三
〇
・三

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
29

寄
木
細
工
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

三
〇
・〇
×
三
〇
・五
×
一
九
・三

木
、
漆
、
寄
木
細
工

２
―
30

寄
木
青
貝
細
工
入
子
盆　
　
　

二
点
組

(

大)

一
・七
×
二
三
・三
×
一
五
・三

(

小)

一
・七
×
二
一
・三
×
一
四
・三

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
青
貝
細
工

２
―
31

寄
木
細
工
盆

二
点
組

(

大)

二
・〇
×
一
七
・〇
×
一
〇
・八

(

小)

一
・〇
×
一
四
・三
×
八
・二

木
、
漆
、
寄
木
細
工

２
―
32

寄
木
細
工
蒔
絵
入
子
硯
蓋　
　
　

二
点
組

(

大)

四
・五
×
二
五
・三
×
二
五
・三

(

小)

四
・〇
×
二
三
・七
×
二
三
・七

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵
、
変
塗

２
―
33

寄
木
細
工
蒔
絵
雀
図
宝
石
箱

一
二
・二
×
三
三
・二
×
二
三
・七

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
34

寄
木
細
工
文
箱

一
四
・一
×
三
四
・〇
×
二
五
・七

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

２
―
35

寄
木
細
工
文
箱

一
〇
・〇
×
三
〇
・〇
×
二
二
・五

木
、
寄
木
細
工

２
―
36

寄
木
細
工
文
箱

一
一
・〇
×
三
〇
・五
×
二
四
・五

木
、
寄
木
細
工

２
―
37

木
象
嵌
抱
一
画
貼
交
屏
風　
　

二
曲
一
双

一
七
六
・〇
×
一
八
二
・〇
×
二
・五

木
、
木
象
嵌
、
木
彫

２
―
38

木
象
嵌
富
士
図
シ
ガ
ー
＆
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス

二
五
・〇
×
一
六
・五
×
一
六
・五

木
、
木
象
嵌

２
―
39

箱
根
細
工
製
作
用
具

（国
指
定
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

箱
根
町
立
郷
土
資
料
館
蔵

①
手
動
大
型
鉋

九
四
・〇
×
一
七
五
・〇
×
四
二
・〇

②
足
踏
み
式
糸
鋸

一
〇
九
・〇
×
七
五
・〇
×
七
六
・〇

２
―
40

木
象
嵌
牡
丹
に
蝶
図
箱

一
〇
・〇
×
一
九
・五
×
二
三
・五

木
、
木
象
嵌

２
―
41

木
象
嵌
牡
丹
に
孔
雀
図
箱

一
一
・七
×
二
一
・五
×
二
七
・五

木
、
木
象
嵌

２
―
42

木
象
嵌
富
士
図
箱

九
・〇
×
二
五
・七
×
一
九
・七

木
、
木
象
嵌

２
―
43

木
象
嵌
富
士
図
ひ
み
つ
箱

九
・五
×
二
五
・五
×
一
九
・五

木
、
木
象
嵌

２
―
44

木
象
嵌
水
車
小
屋
図
箱

一
三
・八
×
三
六
・〇
×
二
九
・三

木
、
木
象
嵌

２
―
45

木
象
嵌
ト
ラ
ン
プ
ケ
ー
ス

①(

天
板
ト
ラ
ン
プ
文
、
内
箱
回
転
開
き)

三
・二
×
一
二
・五
×
八
・五

木
、
木
象
嵌

②(

菱
つ
な
ぎ
文
、
引
き
出
し
縦
二
段)

八
・五
×
一
一
・五
×
七
・〇

木
、
木
象
嵌

③(

天
板
ダ
イ
ヤ
の
キ
ン
グ
文
、
蝶
番
開
き)

八
・〇
×
一
一
・三
×
六
・〇

木
、
木
象
嵌

④(

側
面
富
士
風
景
図
、
引
き
出
し
縦
二
段)

八
・〇
×
一
一
・三
×
六
・〇

木
、
木
象
嵌

⑤(

天
板
ト
ラ
ン
プ
文
、
ス
ラ
イ
ド
式)

七
・〇
×
一
二
・二
×
八
・〇

木
、
木
象
嵌

２
―
46

蒔
絵
ト
ラ
ン
プ
ケ
ー
ス

①(

蒔
絵
ト
ラ
ン
プ
文
、
口
波
形)

九
・五
×
一
〇
・五
×
五
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

②(

蒔
絵
ト
ラ
ン
プ
文
、
側
面
葵
紋)

九
・三
×
一
二
・二
×
六
・一

木
、
漆
、
蒔
絵

③(

蒔
絵
ト
ラ
ン
プ
文
、
側
面
巴
文)

九
・五
×
一
二
・〇
×
六
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

④(

金
属
板
装
飾
、
葵
紋)

八
・二
×
一
二
・〇
×
七
・二

木
、
漆
、
蒔
絵

２
―
47

木
象
嵌
絵
葉
書

(

各)

九
・〇
×
一
四
・〇

木
、
紙
、
木
象
嵌

２
―
48

三
井
常
蔵
商
店
資
料

前
掛
け

七
〇
・〇
×
四
四
・五

布

２
―
49

ハ
リ
マ
屋
資
料

①
荷
印
型
付
板

（箱
根
物
産 

ハ
リ
マ
屋
）

四
七
・三
×
三
二
・〇

金
属

②
荷
印
型
付
板

（F

・W

・W
O

O
L
W

O
R

T
H

 C
O

・ S
T

O
R

E

）

三
一
・五
×
五
二
・四

金
属

③
荷
印
型
付
板

（BS
C

O
 N

E
W

Y
O

R
K

）

三
一
・五
×
四
五
・〇

金
属

④
荷
印
型
付
板

（M
A

D
E

 IN
 J

A
P

A
N

）

一
〇
・五
×
四
一
・〇

金
属

２
―
50

鍵
和
田
商
店
資
料

①
昭
和
二
年
五
月
九
日
付
大
和
商
会
覚
書

二
七
・九
×
二
一
・七

紙
、
印
刷
、
ペ
ン
ほ
か

②
昭
和
七
年
三
月
三
日
付
大
和
商
会
覚
書

二
七
・一
×
二
一
・四

紙
、
印
刷
、
ペ
ン
ほ
か

③
昭
和
七
年
九
月
二
十
二
日
付
丹
波
商
会
註
文
書

二
七
・九
×
二
一
・七

紙
、
印
刷
、
ペ
ン
ほ
か

④
昭
和
七
年
三
月
一
日
付
中
村
貿
易
商
会
註
文
書

一
九
・九
×
二
七
・〇

紙
、
印
刷
、
ペ
ン
ほ
か

３
―
１

大
鷲
猿
捕
獲
図
蒔
絵
屏
風

一
八
九
・〇
×
二
〇
九
・六
×
三
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
透
き
絵

３
―
２

透
き
絵
菊
に
鶴
図
屏
風

一
七
九
・〇
×
一
六
八
・〇
×
三
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
透
き
絵

ひ
ら
た
い
の
も　

も
り
あ
が
っ
て
い
る
の
も

う
き
あ
が
っ
て
い
る
の
も　

ぜ
ん
ぶ
芝
山
！

　

こ
の
た
び
の
展
覧
会
で
は
、
多
彩
な
工
芸
作
品
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
、
気

に
な
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
特
集
で
は
、
そ
れ
ら
を
つ
く
っ

た
ワ
ザ
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
芝
山
細
工

　

芝
山
細
工
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
貝
や
牛
の
骨
、

象ぞ

う

げ牙
な
ど
、
様
々
な
素
材
を
文
様
の
形
に
加
工
し
、
漆
器

や
木
工
品
の
表
面
に
立
体
的
に
は
め
こ
む
技
法
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
こ
の
技
法
は
は
じ
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
江

戸
で
発
展
し
ま
し
た
。
明
治
期
に
な
る
と
、
横
浜
で
作
ら

れ
た
輸
出
向
け
漆
器
の
装
飾
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
芝
山
細
工
の
特
徴
は
、
そ
の
立
体
感

で
す
。
レ
リ
ー
フ
の
よ
う
に
薄
く
表
面
か
ら
盛
り
上
が
る

技
法
（
平
模
様
）。
土
台
を
つ
け
て
表
面
か
ら
浮
く
よ
う

に
あ
ら
わ
す
技
法
（
寄
貝
）。
花
び
ら
を
一
枚
一
枚
か
た

ど
っ
た
パ
ー
ツ
を
取
り
付
け
、
立
体
的
な
花
を
あ
ら
わ
す

技
法
（
浮
き
上
げ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
装
飾
は
、

見
る
角
度
に
よ
っ
て
色
が
か
わ
る
貝
や
、
湾
曲
し
た
牛
骨

や
象
牙
な
ど
、
素
材
の
色
や
か
た
ち
を
活
か
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
華
や
か
な
芝
山
細
工
に
よ
る
花
や
鳥
の
表
現

は
、
外
国
か
ら
の
人
気
を
あ
つ
め
ま
し
た
。

◎
平
模
様

　

比
較
的
控
え
め
な
立
体
感
を
も
つ
表
現
で
す
。
ま
ず
、

貝
や
象
牙
な
ど
の
素
材
を
文
様
の
形
に
切
っ
て
、
細
部
を

彫
り
込
み
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
パ
ー
ツ
は
「
模
様
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
次
に
、
器
物
の
表
面
に
こ
の
パ
ー
ツ
が

ぴ
っ
た
り
収
ま
る
形
の
く
ぼ
み
を
彫
り
込
ん
で
、
そ
こ
に

「
模
様
」を
象
嵌
し
ま
す
。
パ
ー

ツ
は
く
ぼ
み
よ
り
も
厚
く
作
ら

れ
る
た
め
、
表
面
か
ら
一
段
高

く
な
る
の
が
一
般
的
で
す
。

◎
浮
き
上
げ

　

芝
山
の
中
で
も
最
も
難
し
い
技
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
象
牙
や
牛
骨
な
ど
を
用
い
て
作
ら
れ
、
特
に
花
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
作
品
が
多
い
で
す
。
牛
骨
や
象
牙
の
根
本

の
方
な
ど
は
、中
央
に
空
洞
が
あ
り
筒
状
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
湾
曲
を
活
か
し
て
、
花
弁
や
葉
な
ど
を
一
枚
ず
つ
立

体
的
に
作
り
ま
す
。
完
成
し
た
花
弁
を
中
央
の
花
芯
に
寄

せ
る
よ
う
に
ま
と
め
、
当
て
木
を
あ
て
、
器
物
の
表
面
に

ビ
ス
で
留
め
た
り
、
象
嵌
し
た
り
し
て
固
定
し
ま
す
。
白

一
色
だ
か
ら
こ

そ
、
花
び
ら
の

重
な
り
に
よ
る

影
が
印
象
的
で

す
。

◎
寄
貝

　

特
に
、
鳥
の
表
現
を
す
る
際
に
多
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

木
材
で
鳥
の
身
体
を
、
そ
の
丸
み
も
あ
ら
わ
し
な
が
ら
大

ま
か
に
か
た
ど
り
、
土
台
を
作
り
ま
す
。
こ
こ
に
胴
や
翼

な
ど
の
各
部
位
を
貼
り
あ
わ
せ
て
い
く
の
で
す
。
そ
の

パ
ー
ツ
は
主
に
貝
を
切
り
出
し
、
細
部
を
彫
っ
て
作
ら
れ

ま
す
。
湾
曲
す
る
貝
の
形
や
、
様
々
な
部
分
の
色
が
活
か

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。
土
台
を
作
る
際
に
は
、
貼

る
貝
の
厚
み
を
考
慮
し
て
段
差
を
つ
け
、
さ
ら
に
立
体
感

を
演
出
し
ま
す
。

●
青
貝

　

18
世
紀
に
は
、
黒
漆
塗
の
表
面
に
薄
貝
を
張
り
付
け
て

花
鳥
図
を
あ
ら
わ
す
漆
器
が
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
崎
を
中
心
に
取
引
さ
れ
、
長
崎
螺
鈿
や
青
貝
細

工
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
青
貝
細
工
と
は
、
鮑
貝

の
外
皮
を
砥
石
で
削
っ
て
0.1
㎜
ほ
ど
の
厚
み
に
な
る
ま
で

薄
く
研
い
だ
も
の
を
用
い
ま
す
。
貝
片
の
裏
側
に
墨
で
輪

郭
を
描
き
、
輪
郭
線
の
上
か
ら
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
、
さ
ら

に
錫
箔
を
貼
っ
て
彩
色
や
輪
郭
を
際
立
た
せ
ま
す
。
こ
の

技
法
の
こ
と
を
伏
彩
色
と
い
い
ま
す
。
薄
く
輝
く
貝
片
を

透
か
し
て
見
え
る
鮮
や
か
な
色
が
特
徴
で
、
江
戸
時
代
後

期
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
盛
ん
に
生
産

さ
れ
、
輸
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
黒
漆
塗

の
地
に
、
虹
色
に
光

を
反
射
す
る
華
や
か

な
装
飾
に
人
気
が
出

た
の
で
し
ょ
う
。



本
展
出
品
作
中
で
、
最
も
豪
勢
な
逸
品
1?　

象
牙
×
鼈
甲
×
金
工
×
蒔
絵
→
眼
福
◎

名
入
れ
サ
ー
ビ
ス
、
お
手
の
物
で
す
♪

「
ふ
み
子
」
さ
ん
へ
の
お
土
産
で
す
よ
～

デ
ィ
ス
・
イ
ズ
・
べ
っ
こ
う

じ
っ
く
り
と
近
寄
っ
て
観
察
し
て
！

木
象
嵌
の
か
っ
こ
い
い
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス

か
つ
て
の
喫
煙
具
は
大
人
の
オ
シ
ャ
レ
♪

大
き
い
寄
木　

小
さ
い
寄
木

木
の
色
を
連
ね
て
模
様
を
つ
く
る

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
模
様
た
ち

３
―
３

蒔
絵
獅
子
牡
丹
図
箪
笥

四
四
・五
×
四
五
・二
×
三
二
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

３
―
４

蒔
絵
富
士
山
群
鶴
図
小
箪
笥

二
九
・五
×
二
六
・〇
×
一
二
・〇

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵
、
変
塗

３
―
５

蒔
絵
花
鳥
図
小
箪
笥

四
〇
・三
×
三
〇
・三
×
一
四
・七

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
６

蒔
絵
竹
に
雀
図
小
箪
笥

三
三
・七
×
二
四
・二
×
一
二
・一

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
７

蒔
絵
武
具
古
銭
図
小
箪
笥

三
五
・五
×
二
八
・二
×
一
四
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
８

蒔
絵
花
鳥
果
実
図
棚

四
八
・三
×
三
九
・〇
×
一
八
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
変
塗

３
―
９

漆
塗
り
見
本
帖

三
・〇
×
一
八
・〇
×
二
三
・〇

木
、
紙
、
漆
、
蒔
絵
、
寄
木
細
工
、
変
塗

静
岡
市
産
業
振
興
課
蔵

３
―
10

『少
年
工
藝
文
庫
第
十
四
編　

漆
器
の
巻
』  　
　
　
　
　
　

石
井
研
堂

（著
）
桐
谷
洗
鱗

（画
）、
博
文
堂

二
二
・六
×
一
五
・二

紙
、
印
刷
、
冊
子
、
袋
付

明
治
三
十
六
年

（一
九
〇
三
）

個
人
蔵

３
―
11

寄
木
細
工
波
に
鶴
図
宝
石
箱

一
三
・〇
×
三
三
・〇
×
二
五
・三

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
蒔
絵

３
―
12

木
象
嵌
寄
木
細
工
硯
箱

九
・五
×
二
一
・〇
×
二
八
・〇

木
、
漆
、
寄
木
細
工
、
木
象
嵌
、
蒔
絵
、
変
塗

３
―
13

蒔
絵
吉
祥
文
様
ゲ
ー
ム
箱

一
〇
・〇
×
三
七
・〇
×
三
〇
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
変
塗

３
―
14

蒔
絵
扇
散
ら
し
図
箱

六
・五
×
一
六
・五
×
一
八
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
卵
殻
塗

３
―
15

蒔
絵
鶴
図
宝
石
箱

一
三
・〇
×
三
六
・二
×
二
五
・七

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
16

青
貝
細
工
椿
に
鴨
図
箱

一
二
・五
×
三
〇
・五
×
二
一
・三

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
蒔
絵

３
―
17

蒔
絵
花
鳥
図
箱

一
六
・四
×
三
六
・二
×
二
五
・七

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
18

蒔
絵
菊
に
小
鳥
文
箱

九
・五
×
二
八
・〇
×
二
一
・五

木
、
漆
、
変
塗
、
蒔
絵

３
―
19

蒔
絵
鶴
図
団
扇
形
小
箱

四
・三
×
一
五
・三
×
一
一
・五

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
20

蒔
絵
牡
丹
図
扇
形
小
抽
斗

九
・五
×
四
六
・五
×
三
〇
・〇

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
蒔
絵

３
―
21

蒔
絵
花
鳥
図
手
袋
入
れ

八
・二
×
一
一
・五
×
三
三
・五

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
22

蒔
絵
花
鳥
図
手
袋
入
れ

八
・五
×
一
一
・〇
×
三
八
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
23

蒔
絵
花
鳥
図
手
袋
入
れ

七
・五
×
一
〇
・五
×
三
〇
・五

木
、
漆
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
24

蒔
絵
和
歌
浦
山
水
煙
草
盆
セ
ッ
ト

（盆
）
二
・五
×
三
二
・五
×
一
七
・八

（煙
草
入
）
五
・〇
×
一
三
・五
×
一
〇
・五

（灰
皿
）
四
・〇
×
一
〇
・〇
×
一
〇
・〇

（マ
ッ
チ
立
）
三
・〇
×
六
・〇
×
三
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
青
貝
細
工

昭
和
三
〇
年
代

個
人
蔵

３
―
25

蒔
絵
雛
道
具

①
蒔
絵
山
水
鶴
図
箪
笥

一
八
・三
×
一
三
・七
×
七
・七

木
、
漆
、
蒔
絵

②
蒔
絵
菊
に
鳥
図
箪
笥

九
・〇
×
六
・四
×
六
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

③
蒔
絵
枝
垂
れ
桜
に
鳥
図
箪
笥

一
一
・五
×
九
・七
×
六
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

④
蒔
絵
桜
に
鳥
図
丸
小
箱

四
・五
×
五
・〇
×
五
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
26

風
景
図
飾
額

二
点

(

各)

三
〇
・五
×
一
九
・五
×
一
・六

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
27

富
士
図
隅
棚

三
五
・〇
×
一
四
・〇
×
一
四
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
28

富
士
図
隅
棚

四
八
・五
×
一
七
・三
×
一
七
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
29

蒔
絵
花
鳥
図
カ
ッ
プ
&
ソ
ー
サ
ー

（カ
ッ
プ
）
六
・〇
×
幅
七
・二
×
径
五
・一

（ソ
ー
サ
ー
）
一
・五
×
径
一
〇
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
30

蒔
絵
山
水
図
カ
ッ
プ
＆
ソ
ー
サ
ー

（カ
ッ
プ
）
四
・四
×
幅
七
・五
×
径
六
・〇

（ソ
ー
サ
ー
）
二
・〇
×
径
九
・三

（ス
プ
ー
ン
）
長
一
〇
・三

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
31

変
塗
古
銭
図
カ
ッ
プ

(

各)

四
・八
×
幅
八
・九
×
径
七
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
変
塗

３
―
32

蒔
絵
梅
に
尾
長
鶏
図
カ
ク
テ
ル
セ
ッ
ト

（グ
ラ
ス
）
一
二
・一
×
径
五
・五

（ト
レ
ー
）
三
・〇
×
径
二
六
・二

（シ
ェ
イ
カ
ー
）
二
〇
・〇
×
径
一
〇
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
33

沈
金
菊
唐
草
図
カ
ク
テ
ル
グ
ラ
ス
セ
ッ
ト　
　
　

二
点

(

各)

一
〇
・九
×
径
六
・一

木
、
漆
、
沈
金

３
―
34

漆
絵
一
輪
挿

二
点

（赤
）
一
二
・二
×
径
五
・五

（黒
）
一
二
・五
×
径
五
・七

木
か
、
漆
、
蒔
絵

３
―
35

キ
リ
ス
ト
教
教
具

昭
和
二
〇
年
代

①
木
象
嵌
キ
リ
ス
ト
教
教
具
キ
リ
ス
ト
像
図
壁
掛

二
一
・〇
×
一
七
・三
×
一
・〇

木
、
木
象
嵌

②
円
形
磔
刑
像
壁
掛
け

一
・〇
×
径
二
五
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

　

特
集　

ワ
ザ
を
見
る　

ワ
ザ
を
知
る

●
寄
木
細
工

　

寄
木
細
工
は
、
様
々
な
色
や
木
目
を
も
つ
木
材
を
組
み

合
わ
せ
て
、
幾
何
学
的
な
文
様
を
作
る
技
法
で
す
。
細
か

く
組
ん
だ
様
々
な
幾
何
学
模
様
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
た
小
寄
木
や
、
大
き
な
木
材
を
組
み
合
わ
せ
た
乱
寄

木
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
用
い
る
木
材
の
種
類
と
文
様
の
組

み
合
わ
せ
で
様
々
な
表
現
が
で
き
ま
す
。
寄
木
細
工
は
箱

根
や
静
岡
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
江

戸
参
府
の
際
、
箱
根
や
静
岡
で
寄
木
細
工
を
目
に
し
、
い

く
つ
か
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
。
明
治
を
迎
え
る
と
輸
出

品
の
制
作
が
盛
ん
に
な
り
、
大
型
の
家
具
な
ど
、
新
ら
し

い
形
の
も
の
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
漆
塗
で
仕
上
げ
た
も
の

と
、
蝋ろ

う

引
き
な
ど
で
仕
上
げ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
漆
器
商
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
た
例
が
あ
り
ま
す
。

西
洋
の
日
本
趣
味
に
応
え
た
寄
木
細
工
の
家
具
・
調
度
や
、

土
産
物
の
数
々
を
、
本
展
で
は
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
木
象
嵌

　

木
象
嵌
は
、
あ
る
モ
チ
ー
フ
の
形
に

切
っ
た
木
材
を
別
の
材
料
に
は
め
込
ん
で

絵
や
文
様
を
あ
ら
わ
す
技
法
で
す
。
直
線

に
切
っ
た
木
を
使
う
寄
木
細
工
と
違
い
、

自
由
な
線
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木

材
の
色
を
活
か
し
た
、
絵
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で

す
。
波
打
っ
て
見
え
る
木
目
や
、
鱗

う
ろ
こ

の
よ
う
な
木
目
が
あ

れ
ば
、
水
面
や
雲
の
部
分
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
木

材
そ
の
も
の
の
色
と
模
様
を
活
か
す
の
が
、
木
象
嵌
の
魅

力
で
す
。
現
在
の
木
象
嵌
は
、
裁
縫
用
の
足
踏
み
ミ
シ
ン

の
構
造
に
糸
鋸
を
合
体
さ
せ

た
、
糸
鋸
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
作

り
ま
す
。
完
成
し
た
種た

ね
い
た板

を
鉋

か
ん
な

で
削
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
図

柄
を
何
枚
も
制
作
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
箱
な
ど
の
表
面
に
貼
り

付
け
た
り
、
紙
に
貼
っ
て
絵
葉

書
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
土
産
物
と
し
て
好
評
を
博
し
た

木
象
嵌
は
、
現
在
で
も
、
箱
根
や
小
田
原
を
中
心
に
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
鼈べ

っ
こ
う甲

　

鼈
甲
細
工
は
、
海
亀
の
一
種
で
あ
る
玳た

い
ま
い瑁

の
甲
羅

を
材
料
と
す
る
工
芸
品
、
そ
の
技
術
で
す
。
玳
瑁
は

熱
帯
に
生
息
し
、
甲
羅
は
い
わ
ゆ
る
亀
甲
状
で
は
な

く
鱗
の
よ
う
に
一
枚
一
枚
重
な
っ
て
い
ま
す
。
飴
色

で
斑
が
入
っ
た
文
様
と
、
そ
の
透
過
性
を
も
つ
素
材

と
い
う
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
蛋
白
質
で
あ
る
鼈

甲
は
、
熱
と
水
を
与
え
る
と
や
わ
ら
か
く
な
り
、
粘

着
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
加
熱
加
工
に
よ
り
、
何

枚
も
重
ね
て
厚
み
を
出
し
た
り
、
そ
の
継
ぎ
目
を
消
し
た

り
で
き
る
の
で
、
大
き
な
素
材
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
し

た
。
ま
た
、
熱
を
加
え
て
曲
げ
た
り
、
木
な
ど
の
表
面
に

貼
り
付
け
た
り
、
様
々
な
形
に
加
工
す
る
こ
と
が
容
易
で

し
た
。
漆
と
の
親
和
性
も
高
く
、
鼈
甲
の
上
に
、
蒔
絵
な

ど
が
描
か
れ
る
作
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
左
に
紹
介
す
る

作
品
は
、
杉
の
板
の
木
目
を
透
明
な
鼈
甲
を
透
か
し
て
見

せ
つ
つ
、
鼈
甲
の
上
に
は
蒔
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
な

ん
と
も
豪
華
な
装
飾
で
す
。

●
麦ば

っ
か
ん稈

・
麦
わ
ら

　

近
代
に
お
い
て
、
帽
子
な
ど
の
材
料
に
用
い
ら
れ
た
麦

わ
ら
は
、
日
本
か
ら
外
国
へ
の
重
要
な
輸
出
品
で
し
た
。

そ
れ
を
加
工
し
た
麦
わ
ら
細
工
も
、
土
産
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。
筒
の
よ
う
な
麦
わ
ら
の
茎
を
開
い
て
帯

状
に
し
、
短
く
切
っ
た
も
の
を
、
箱
や
抽
斗
な
ど
の
表
面

に
貼
る
技
術
で
す
。
麦
わ
ら
細
工
は
、
兵
庫
の
城
崎
や
東

京
の
大
森
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も

江
戸
参
府
の
際
に
大
森
で
、
麦
わ
ら
細
工
を
目
に
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
色
に
染
ま
り
や
す
く
、
鮮
や
か
な
色
合
い

を
表
現
で
き
る
こ
と
。角
度
に
光
り
方
が
よ
っ
て
変
わ
り
、

複
雑
な
表
情
を
み
せ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
麦
わ
ら
細
工

に
は
、
寄
木
細
工
と
似
た
模
様
を
あ
ら
わ
す
も
の
も
あ
り

ま
す
。
直
線
的
な
パ
タ
ー
ン
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
デ
ザ
イ

ン
を
参
考
に
し

て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま

す
。
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０
０
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台
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台
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×
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×
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ケ
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ス
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コ
ピ
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ア

ン
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ペ
ー

ス
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し
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く
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さ
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第
１

室
第

２
室

エピローグ

I―10

麦わら細工シガー＆　

シガレットケース

I―９

黒地菊図大花瓶

大きな七宝の花瓶 ･･･

花は入れないよね？

E―１

芝山細工花鳥図屏風

戦後芝山細工の逸品です！

E―13

芝山細工山吹図漆額

現役芝山師の妙技を

ご堪能あれ！

オ
ス
ス
メ
！

　

こ
こ
を
見
て
欲
し
い
ん
だ

特別展はこれでおしまい
だよ。でも、常設展示室、
3階、2階にも関連展示
があるんだって。7頁を
読んでね♪

I―８

上絵金彩人物図壺

金子皓彦

コレクション

ここの部屋は
本展だけのための
特別な部屋♪
漆器以外の様々な
モノがたっぷり！
会期中にも作品が
増えていくかも？！

③
キ
リ
ス
ト
教
教
具
聖
書
書
見
台

(

閉)

四
・五
×
二
八
・五
×
四
八
・〇

(

開)

三
四
・〇
×
二
八
・〇
×
三
二
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

④
金
属
象
嵌
葡
萄
文
十
字
架

三
〇
・〇
×
一
六
・〇
×
五
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

⑤
漆
絵
衝
立
付
十
字
架
立

一
六
・五
×
一
九
・五
×
九
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

⑥
十
字
架
立

(

各)

二
・五
×
一
七
・五
×
九
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
36

青
貝
細
工
花
鳥
図
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

一
四
九
・〇
×
一
〇
五
・〇
×
三
八
・〇

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
蒔
絵

３
―
37

青
貝
細
工
蘭
亭
曲
水
図
手
元
箪
笥

四
六
・二
×
四
六
・八
×
二
七
・〇

木
、
漆
、
青
貝
細
工

３
―
38

青
貝
細
工
富
士
風
俗
図
屏
風　
　
　

四
曲
一
双

九
一
・五
×
一
一
〇
・〇
×
二
・一

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
39

貝
象
嵌
孔
雀
図
屏
風

二
曲
一
双

一
四
八
・七
×
一
四
四
・〇
×
二
・五

木
、
漆
、
貝
細
工

３
―
40

青
貝
細
工
梅
に
尾
長
鶏
図
額　
　
　

一
対

(

各)

五
三
・〇
×
四
一
・五
×
二
・五

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
透
き
絵
、
蒔
絵

３
―
41

青
貝
細
工
花
鳥
図
薬
瓶
箱

（箱
）
一
七
・五
×
二
三
・〇
×
一
五
・〇

（瓶
・
各
）
一
〇
・七
×
胴
径
七
・六

木
、
漆
、
青
貝
細
工
、
色
絵
磁
器

江
戸
時
代
末
～
明
治
時
代

３
―
42

青
貝
細
工
山
水
図
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト

（盆
）
三
・八
×
三
〇
・〇
×
二
六
・六

（箱
・
各
）
四
・〇
×
一
〇
・五
×
八
・六

木
、
漆
、
青
貝
細
工

３
―
43

青
貝
細
工
花
鳥
図
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

一
三
・五
×
四
五
・五
×
二
五
・五

木
、
漆
、
青
貝
細
工

３
―
44

鼈
甲
細
工
鷹
図
箱

八
・〇
×
二
七
・〇
×
二
一
・〇

木
、
漆
、
鼈
甲
細
工
、
蒔
絵

３
―
45

鼈
甲
細
工
蒔
絵
花
鳥
図
小
箪
笥

三
二
・七
×
三
〇
・九
×
一
五
・五

木
、
漆
、
鼈
甲
細
工
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

３
―
46

鼈
甲
細
工
蒔
絵
花
鳥
図
小
箪
笥

二
七
・六
×
二
八
・五
×
一
八
・四

木
、
漆
、
鼈
甲
細
工
、
蒔
絵

３
―
47

鼈
甲
象
牙
細
工
万
物
斉
同
図
飾
棚

三
六
・〇
×
四
〇
・五
×
二
六
・二

木
、
漆
、
鼈
甲
細
工
、
象
牙
細
工
、
蒔
絵

３
―
48

磁
胎
蒔
絵
獅
子
図
花
瓶　
　
　

一
対

(

各)

五
五
・〇
×
胴
径
二
〇
・二

陶
磁
器
、
漆
、
蒔
絵

江
戸
時
代
末
～
明
治
初
期
頃

３
―
49

蒔
絵
桜
に
鳥
図
花
瓶

二
五
・〇
×
胴
径
一
四
・〇

陶
磁
器
、
漆
、
蒔
絵

３
―
50

蒔
絵
葡
萄
に
鳥
図
花
瓶

二
四
・五
×
胴
径
一
五
・五

陶
磁
器
、
漆
、
蒔
絵

３
―
51

蒔
絵
鶴
図
花
瓶

一
八
・二
×
胴
径
九
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
52

漆
絵
厳
島
神
社
図
盆

四
・〇
×
三
二
・三
×
五
二
・〇

木
、
漆
、
錫
箔

３
―
53

蒔
絵
桜
図
盆

四
・五
×
三
九
・五
×
二
八
・〇

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
54

蒔
絵
桜
に
鳥
図
盆

五
・〇
×
三
九
・五
×
二
七
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
55

蒔
絵
鴛
鴦
図
盆

三
・七
×
四
五
・二
×
三
〇
・五

木
、
漆
、
蒔
絵
、
錫
箔

３
―
56

蒔
絵
枝
垂
れ
桜
に
鳥
図
盆

三
・〇
×
四
二
・五
×
二
四
・五

木
、
漆
、
蒔
絵

３
―
57

蒔
絵
富
士
蝶
図
手
長
盆　
　
　

二
点

(

大)

三
・五
×
六
〇
・五
×
三
六
・〇

(

小)

三
・二
×
五
八
・八
×
三
四
・四

木
、
漆
、
蒔
絵
、
透
き
絵

３
―
58

蒔
絵
朝
顔
図
角
盆

(

盆)

二
・四
×
六
四
・七
×
三
五
・〇

(

英
字
木
箱
）
四
・五
×
六
九
・〇
×
三
九
・〇

金
属
、
漆
、
蒔
絵

３
―
59

牡
丹
図
ト
レ
ー

三
点

（大
）
四
・五
×
四
七
・五
×
二
八
・五

（中
）
三
・八
×
二
七
・〇
×
二
六
・八

（小
）
三
・八
×
二
七
・〇
×
一
八
・〇

ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
、
漆
か

３
―
60

富
士
図
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
ア
ル
バ
ム

六
・〇
×
四
二
・五
×
二
八
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料
、
青
貝
細
工

３
―
61

富
士
図
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
ア
ル
バ
ム

五
・五
×
四
三
・〇
×
二
七
・五

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料
、
青
貝
細
工

３
―
62

富
士
図
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
ア
ル
バ
ム

六
・五
×
四
七
・五
×
二
七
・五

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
63

富
士
人
力
車
図
ア
ル
バ
ム

二
・五
×
三
九
・〇
×
二
七
・五

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料
、
青
貝
細
工

３
―
64

富
士
日
本
地
図
ア
ル
バ
ム

三
・五
×
三
九
・〇
×
二
七
・五

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
65

富
士
と
鷹
図
ア
ル
バ
ム

四
・〇
×
三
九
・〇
×
二
七
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

会
場
案
内
③

金
子
コ
レ
～
〆

　

い
よ
い
よ
終
盤
で
す
。
始
ま
り
の
部
屋
を
抜
け
、
奥
の

空
間
、
当
館
で
は
特
別
展
示
室
と
呼
ぶ
、
大
き
な
二
つ
の

区
画
で
第
1
章
か
ら
3
章
ま
で
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
扉
を
出
て
、
短
い
廊
下
を
抜
け
る
と
、
ま
た
小
部
屋

へ
と
移
り
ま
す
。
当
館
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
と

称
し
て
い
る
部
屋
で
す
。
こ
の
展
示
室
は
、
二
つ
の
区
画

に
分
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
最
初
の
区
画
で
、
本
展
の
展
示

内
特
別
企
画
と
も
い
え
る「
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
！

　

真
摯
に
コ
レ
ク
タ
ー
と
向
き
合
い
、
当
館
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
特
別
展
の
内
部
に
も
う

ひ
と
つ
展
示
が
実
現
し
た
、
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
わ

け
で
す
。
も
と
い
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
情
熱
と
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
有
り
余
っ
て･･･

（
以
下
略
）

　

で
は
、
こ
の
展
示
が
付
け
足
り
な
の
か
と
い
え
ば
さ
に

あ
ら
ず
。
む
し
ろ
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
体
は
、
こ

の
小
さ
い
区
画
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
23
種

類
に
も
及
ぶ
群
体
は
、
サ
イ
ズ
の
大
小
、
素
材
の
多
様
さ
、

時
代
な
ど
、と
て
も
ひ
と
り
の
学
芸
員
で
は
及
び
ま
せ
ん
。

ま
た
既
存
の
学
問
体
系
で
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
麦
藁
細
工
や
竹
細
工
、
玩
具
な
ど
が
集
積
す
る

点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
優
し
さ
、
慧
眼

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
な
に
し
ろ
多
彩
、
雑

多
、
そ
の
魅
力
は
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
、
そ

れ
こ
そ
が
魅
力
だ
、
と
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
展
も
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
へ
と
移

り
ま
す
。
も
う
一
度
、
漆
器
、
木
工
芸
へ
と
帰
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。当
館
、神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
、
か
な
が
わ
の
戦
後
、
そ
し
て
い
ま
の
木
工
芸
、

伝
統
工
芸
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
戦
後
、
小
田
原
に
所
在
す
る
工
芸
指

導
所
を
中
心
に
、
木
工
芸
を
支
援
・
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
同
所
が
依
頼
し
て
制
作
さ
れ
た
屏
風
は
、
戦
後
の

芝
山
師
ら
の
活
動
が
集
積
さ
れ
た
大
切
な
1
点
で
す
。
普

段
は
小
田
原
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
先
行
す

る
多
く
の
芝
山
の
屏
風
と
並
ぶ
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
寄
木
細
工
作
家
の
篠

田
さ
ん
、
木
象
嵌
作
家
の
浅
野
さ
ん
は
、
金
子
氏
よ
り
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
技
術
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
興
味
深
い
作
品
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
そ
し
て
、
大
ト
リ
を
飾
っ
て
い
た
だ
く
の
が
、
最

後
の
芝
山
師
と
い
う
宮
﨑
輝
生
氏
の
作
品
で
す
。
造
形
の

力
強
さ
と
同
時
に
、
繊
細
な
光
を
丁
寧
な
彫
と
重
な
り
で

表
現
す
る
、
芝
山
の
真
骨
頂
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◎
展
覧
会
特
別
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
！

担
当
者
ブ
ロ
グ
ほ
か

展
覧
会
情
報
満
載
！
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漆
は
ど
こ
!?

　

古
代
か
ら
現
代
ま
で

　

大
捜
索　

＠
ケ
ン
パ
ク

鎌倉彫の工程

　作り方が一目瞭然！

共有膳

　　ハレの日の祝祭ムード！

？

？

当館所蔵の漆工の優品

沃懸地蓮華唐草文螺鈿鏡箱

装身具 （小玉）

当館所蔵資料で最も古い漆 !?

オシャレするにも漆は大切！

？

たくさんの漆器商が

明治の横浜に居ました

弁天通に集中していたよ

居留地模型をのぞいて

探してごらん

江戸時代のかながわでも

漆は採れたというよ！

どのあたりかな？

探してごらん

仏像も漆でできているの？

どんなつくりかたなのかな？

調べてみよう！

当館所蔵の最大の漆工品?!

さて、 これはどこにあるでしょうか？

こちらは、 ず～っと

展示されていますから、

安心して探してみてください♪

横浜諸会社諸商店之図

箕田長二郎

箕田は本町 2丁目に店を構

えていました。

３
―
66

富
士
と
城
郭
図
ア
ル
バ
ム

五
・〇
×
三
九
・五
×
二
七
・三

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
67

富
士
日
本
地
図
図
ア
ル
バ
ム

四
・〇
×
二
四
・五
×
一
六
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

３
―
68

富
士
日
本
地
図
図
ア
ル
バ
ム

三
・七
×
二
七
・五
×
二
〇
・〇

木
、
漆
、
合
成
樹
脂
塗
料

I
―
１

寄
木
細
工
宝
石
箱

七
・五
×
二
二
・三
×
一
五
・五

木
、
漆
、
寄
木
細
工

I
―
２

竹
細
工
小
箪
笥

二
四
・七
×
二
四
・〇
×
一
二
・五

木
、
竹
細
工

I
―
３

麦
わ
ら
細
工
小
野
道
風
図
箱

一
一
・九
×
二
三
・九
×
三
〇
・六

木
、
麦
わ
ら
細
工

I
―
４

麦
わ
ら
細
工
菊
花
図
箱

七
・五
×
二
一
・五
×
二
九
・三

木
、
麦
わ
ら
細
工

I
―
５

鏡
台

六
・六
×
八
・五
×
一
一
・〇

木
、
寄
木
細
工

I
―
６

小
抽
斗

九
・〇
×
一
六
・二
×
一
二
・五

木
、
寄
木
細
工

I
―
７

八
角
小
箱

一
五
・五
×
一
四
・二
×
一
四
・二

木
、
寄
木
細
工

I
―
８

上
絵
金
彩
人
物
図
壺

保
土
田
太
吉

三
五
・五
×
胴
径
三
三
・〇
×
底
径
一
七
・〇

陶
磁
器

I
―
９

黒
地
菊
図
大
花
瓶

一
四
八
・〇
×
胴
径
五
一
・〇

七
宝　

I
―
10

麦
わ
ら
細
工
シ
ガ
ー
＆
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス

四
二
・五
×
二
五
・〇
×
二
一
・五

木
、
麦
わ
ら
細
工

I
―
11

竹
細
工
家
屋
雛
形

二
三
・二
×
二
四
・二
×
一
〇
・九

竹
、
木

I
―
12

寄
木
細
工
蒔
絵
桃
に
鳥
図
硯
箱

五
・〇
×
二
〇
・九
×
一
八
・八

木
、
寄
木
細
工

文
久
２
年

（一
八
六
二
）

I
―
13

木
象
嵌
騎
牛
帰
家
図
硯
箱

西
村
荘
一
郎

四
・五
×
二
一
・〇
×
二
六
・二

木
、
木
象
嵌

明
治
前
期

E
―
１

芝
山
細
工
花
鳥
図
屏
風　
　
　

四
曲
一
双

内
山
利
八
、
広
瀬
英
太
郎
、
原
栄
次
郎
、
荒
井
彦
次
郎
、

宮
﨑
正
徳
、
宮
﨑
輝
生
、
瀬
川
清
一
、
瀬
川
昌
也

一
六
七
・三
×
二
一
九
・〇
×
三
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
青
貝
細
工
、
透
き
絵
、
木
彫
、
蒔
絵

昭
和
四
十
五
年

（一
九
七
〇
）

神
奈
川
県
産
業
労
働
局
中
小
企
業
部
中
小
企
業
支
援

課
小
田
原
駐
在
事
務
所

（工
芸
技
術
所
）
蔵

E
―
２

寄
木
細
工

「宝
石
箱
」

篠
田
英
治

四
・五
×
二
一
・五
×
八
・一

木
、
寄
木
細
工

平
成
二
十
八
年

（二
〇
一
六
）

作
家
蔵

E
―
３

寄
木
細
工

「ち
い
さ
い
秘
密
箱
」　　

二
点

篠
田
英
治

（各
）
一
・二
×
一
・七
×
一
・七

木
、
寄
木
細
工

平
成
二
十
五
年

（二
〇
一
三
）

作
家
蔵

E
―
４

寄
木
細
工

「寄
木
小
箱
」

篠
田
英
治

五
・七
×
一
五
・五
×
八
・五

木
、
寄
木
細
工

令
和
四
年

（二
〇
二
二
）

作
家
蔵

E
―
５

木
象
嵌

「寄
り
添
う
薔
薇
」

浅
野
慶
太

二
七
・〇
×
一
二
・〇

木
、
木
象
嵌

令
和
五
年

（二
〇
二
三
）

作
家
蔵

E
―
６

木
象
嵌

「風
神
雷
神
図
」　　
　

一
対

浅
野
慶
太

(

風
神)

三
一
・〇
×
二
一
・一

（雷
神)

三
一
・〇
×
二
一
・三

木
、
木
象
嵌

令
和
四
年

（二
〇
二
二
）

作
家
蔵

E
―
７

木
象
嵌

「浮
揚
の
竜
神
」

浅
野
慶
太

三
一
・〇
×
二
二
・六

木
、
木
象
嵌

令
和
五
年

（二
〇
二
三
）

作
家
蔵

E
―
８

鎌
倉
彫
洋
蘭
図
オ
ル
ゴ
ー
ル
箱

八
・〇
×
二
三
・〇
×
一
八
・〇

木
、
漆
、
木
彫
、
フ
ジ
オ
ル
ゴ
ー
ル
製

昭
和
三
〇
年
代

個
人
蔵

E
―
９

蒔
絵
鶴
図
宝
石
箱

一
一
・八
×
一
七
・八
×
一
五
・五

木
、
漆
、
木
彫
、
エ
ン
ゼ
ル
オ
ル
ゴ
ー
ル
製

昭
和
三
〇
年
代

個
人
蔵

E
―
10

『輸
出
向
工
芸
品
参
考
資
料
』

商
工
省
貿
易
庁
商
工
省
工
芸
指
導
所
編

貿
易
研
究
会
頒
布

二
六
・三
×
一
八
・五

紙
、
印
刷
、
冊
子

昭
和
二
十
二
年

（一
九
四
七
）

個
人
蔵

E
―
11

芝
山
細
工
鷲
に
桜
図
漆
額

宮
﨑
輝
生

五
〇
・〇
×
三
九
・五
×
一
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工
、
蒔
絵

平
成
二
十
五
年

（二
〇
一
三
）
頃

作
家
蔵

E
―
12

芝
山
細
工
月
下
美
人
漆
額

宮
﨑
輝
生

二
二
・五
×
三
〇
・〇
×
一
・〇

木
、
漆
、
芝
山
細
工

平
成
二
十
五
～
二
十
九
年

（二
〇
一
三
～
一
七
）
頃

作
家
蔵

E
―
13

芝
山
細
工
山
吹
図
漆
額

宮
崎
輝
生

二
〇
・〇
×
二
〇
・〇
×
〇
・五

木
、
漆
、
芝
山
細
工

平
成
十
九
年

（二
〇
〇
七
）

作
家
蔵

　　

さ
あ
、
特
別
展
を
見
終
え
た
ら
、
い
ざ
常
設
展
示
へ
！　

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
人
文
系
総
合
博
物
館

3

3

3

3

3

3

3

3

で

す
。
で
す
か
ら
、
漆
を
用
い
た
資
料
、
作
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
、
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

　

―
と
い
う
企
画
で
す
。

　

人
文
系
総
合
博
物
館
と
い
う
性
格
を

活
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
当
館
は
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
別
展
と
し
て
「
総
合
」

す
る
形
式
で
は
な
く
て
、
特
別
展
は
特

別
展
と
し
て
近
代
の
美
術
分
野
で
ま
と

め
、
そ
れ
以
外
の
時
代
・
分
野
に
つ
い

て
は
、
常
設
展
示
の
な
か
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
つ
ま
り
、1
階
か
ら
3
階
ま
で
、

漆
に
ま
つ
わ
る
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
～
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
あ
り
ま
す
！
と
全
部
教
え
て

し
ま
っ
て
は
、
面
白
み
が
減
り
ま
す
よ

ね
？

　

で
す
か
ら
、下
に
地
図
を
掲
載
し
て
、

ヒ
ン
ト
は
お
示
し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
の
眼
と
足
で
、
探
し
回
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

･･･

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
全
部

で
●
点
あ
り
ま
す
よ
、
と
記
せ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
が
、

あ
え
て
そ
う
い
う
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
学
芸
員
が

日
頃
の
活
動
の
中
で
、
思
い
つ
く
こ
と
が
あ
る
か
も
!?
と

期
待
し
て
、
こ
こ
で
は
点
数
も
記
し
ま
せ
ん
。

　

主
要
な
資
料
や
作
品
の
ヒ
ン
ト
し
か
掲
載
し
ま
せ
ん
。

あ
ち
こ
ち
に
漆
関
連
の
資
料
や
作
品
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

ど
う
ぞ
館
内
を
く
ま
な
く
大
捜
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

･･･

こ
の
よ
う
に
記
す
と
、
な
ん
て
手
抜
き
、
も
と
い

後
ろ
向
き
な
展
示
と
い
う
批
判
を
頂
戴
し
て
し
ま
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
展
示
手
法
に
し
た
理

由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
当
館
学
芸
員
ほ
ぼ
全

員
が
、
漆
に
つ
い
て
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
な
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。
こ
の
展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
、
興
味
関
心

を
深
め
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、

展
覧
会
の
最
中
に
気
が
つ
い
て
、
展
示
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
⁉
そ
う
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
す

べ
て
を
決
定
し
た
展
示
に
は
し
な
い
と
い
う
意
図
で
す
。

　

こ
の
企
画
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
い
、
同
僚
た
ち
と
会

話
し
て
い
た
と
き
、
あ
れ
も
こ
れ
も
漆
だ
と
気
が
つ
き
、

そ
の
喜
び
を
共
有
し
た
瞬
間
は
楽
し
く
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
一
方
で
意
識
し
な
け
れ
ば
漆
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

の
事
実
は
哀
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
ほ
ど
に
、

現
代
の
私
た
ち
の
日
常
か
ら
漆
が
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い

る
と
示
唆
す
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
、
当
館
で
試
み
る
よ
う
に
、
日

本
と
い
う
風
土
で
は
、
古
来
、
漆
に
よ
っ
て
様
々
な
モ
ノ

が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
と
文
化
の
蓄

積
は
、
た
い
へ
ん
に
豊
か
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
改
め
て
そ

の
存
在
価
値
を
評
価
し
、
そ
の
魅
力
に
迫
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
の
方
で
、
ま
だ
探

索
に
出
て
い
な
い
方
！
さ
あ
、
展
示
室
へ
急
い
で
！
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史
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春
の
展
覧
会
は
、
と
て
も
良
い
季
節
で
す
か
ら
、
多
く
の

方
の
ご
来
館
を
博
物
館
と
し
て
は
望
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
博
物
館
に
ご
来
館
さ
れ
る
方
々
も
、
良
い
季
節
で

す
か
ら
、
博
物
館
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
に
、
そ
の
周
辺
も

散
策
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
館
が

立
地
す
る
横
浜
関
内
地
区
は
、
そ
れ
こ
そ
散
策
に
は
う
っ

て
つ
け
の
エ
リ
ア
で
す
。
本
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
、
館
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

　

え
？
そ
ん
な
読
み
物
は
他
に
も
い
く
ら
で
も
あ
る
？
そ

の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
展
に
あ
わ
せ
て
、
で
す
。

　

そ
も
そ
も
当
館
の
立
地
を
ご
説
明
す
る
こ
と
か
ら
ご
案

内
し
ま
し
ょ
う
。
当
館
は
横
浜
正
金
銀
行
旧
本
店
本
館
を

活
用
し
た
博
物
館
で
す
。
明
治
37
年
（
一
九
〇
四
）
に
竣

工
し
た
建
築
は
、
明
治
末
の
こ
の
地
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
関
内
地
区
は
、
ご
存
じ

の
通
り
、
横
浜
居
留
地
に
由
来
し
ま
す
。

　

絵
葉
書
3
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
番
上
、
絵
葉
書
の

奥
に
う
っ
す
ら
と
う
つ
る
の
が
、当
館
の
建
築
で
す
。ド
ー

ム
が
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
館
の
陸
地
側
つ

ま
り
関
内
駅
側
の
弁
天
通
を
う
つ
す
1
枚
。
こ
の
通
り
沿

い
に
た
く
さ
ん
の
外
国
人
向
け
の
土
産
物
屋
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。
た
だ
、
日
本
人
街
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、
日
本

建
築
が
中
心
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
館
の
す
ぐ
海

側
が
南
仲
通
、さ
ら
に
一
本
海
側
が
本
町
通
に
な
り
ま
す
。

横
浜
散
策
の
ご
案
内

～
本
展
に
あ
わ
せ
て
　
関
内
か
ら
山
手
ま
で
～

　

本
町
通
を
、
現
在
で
い
う
県
庁
方
面
に
進
む
と
、
西
洋

建
築
が
立
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。居
留
地
ら
し
い
、

日
本
国
内
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
西
洋
か
の
よ
う
な
た

た
ず
ま
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
絵
葉
書
な
ど
を
頼
り
に
、
い
ま
の
町
並
み

を
散
策
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ま
っ
た
く
想
像
で

き
な
い
―
と
い
う
嘆
き
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
そ

の
儚
さ
を
歴
史
と
し
て
体
感
す
る
の
も
一
興
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
ま
ま
南
へ
参
り
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も
、

近
代
横
浜
を
偲
び
た
い
と
す
れ
ば
、
元
町
山
手
地
区
が
オ

ス
ス
メ
で
す
。
山
手
地
区
に
散
在
す
る
西
洋
館
を
訪
れ
ま

し
ょ
う
。
山
手
資
料
館
や
山
手
234
番
館
、
ブ
ラ
フ
18
番
館

な
ど
、
魅
力
的
な
建
築
、
そ
の
内
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る

横
浜
家
具
に
至
る
ま
で
、
見
所
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

本
展
で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
横
浜
に
は
西
洋
家
具
が

近
代
に
入
っ
て
き
て
、
そ
の
制
作
も
ま
た
漆
器
職
人
ら
と

近
い
距
離
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
家
具
職
人
の
多

く
は
、
現
在
の
元
町
地
区
に
集
中
し
た
と
い
い
ま
す
。
で

は
、
漆
器
職
人
は
ど
の
あ
た
り
に
済
ん
で
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
本
展
公
式
図
録
に
収
録

し
た
関
連
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

散
策
の
ご
案
内
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
簡
単
に
答
え
合
わ

せ
。
現
在
の
不
老
町
の
あ
た
り
に
職
人
さ
ん
は
た
く
さ
ん

い
ら
し
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
、
そ
の
辺

り
に
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
が
あ
り
ま
す
。
同
館
1
階
に

あ
る
匠
プ
ラ
ザ
は
職
人
の
技
と
道
具
の
博
物
館
と
し
て
、

芝
山
漆
器
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
よ
♪

■
「
輸
出
漆
器
」
と

言
葉
に
す
る
と
た
っ
た
の
四
文
字
。

　

さ
れ
ど
そ
の
言
葉
の
範
疇
か
ら
隙
あ
ら
ば
飛
び
出
そ
う
と

す
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
家
具
、
大
迫
力
の
屏
風
、
か
わ
い
い
お

も
ち
ゃ
。
こ
れ
は
漆
器
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
？
素
材
は
本
当

に
漆
な
の
か
？
そ
ん
な
問
い
を
軽
く
こ
え
て
ゆ
く
、
初
め
て

見
る
形
の
、
産
地
も
材
料
も
制
作
年
も
決
定
し
き
れ
な
い
、

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
漆
器
ら
し
き

3

3

3

3

3

も
の
た
ち
。
一
つ
一
つ
の
作

品
に
触
れ
、
矯
め
つ
眇
め
つ
眺
め
な
が
ら
、
は
じ
め
は
途
方

に
暮
れ
ま
し
た
。
漆
器
の
定
義
を
厳
格
に
決
め
る
と
こ
ぼ
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
「
あ
わ
い
」
に
位
置
す
る
も
の
に
こ
そ
、

面
白
さ
が
つ
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
際

限
な
い
広
が
り
が
近
代
の
輸
出
漆
器
の
特
徴
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
本
漆
仕
上
げ
か
ど
う
か
で
作
品
を
絞
る
こ
と
は
や

め
、
そ
の
豊
か
さ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
提
示
す
べ
く
、
連
動

す
る
木
工
芸
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
、
モ
ノ
、
技
法
が
入
り
乱
れ
る
近
代
の
漆
器
な
ら
で
は
の

「
わ
か
ら
な
さ
」
を
、
み
な
さ
ま
に
も
面
白
が
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

と
は
い
え
、
漆
と
い
う
素
材
の
も
つ
魅
力
に
は
、
ど
う
に

も
抗
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
展
示
に
際
し
て
、

様
々
な
産
地
で
調
査
を
行
い
、
横
浜
と
の
共
通
性
や
相
違
点

を
探
し
て
き
ま
し
た
。
産
地
に
行
き
、
漆
器
を
作
る
方
、
販

売
す
る
方
に
お
話
を
伺
う
と
、
皆
さ
ん
が
心
か
ら
漆
と
い
う

素
材
や
制
作
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
熱
い
想
い
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
、
使
っ
て
み

な
い
と
漆
器
の
良
さ
は
わ
か
ら
な
い
！
と
つ
い
手
が
伸
び
ま

す
。
ふ
と
気
が
付
け
ば
、
飯
椀
は
山
中
、
汁
椀
と
箸
は
輪
島
、

皿
は
高
松
、
小
鉢
は
会
津
と
い
う
よ
う
に
、
食
卓
が
漆
器
で

満
ち
て
い
き
ま
し
た
。

編
集
後
記
～
担
当
者
た
ち
の
お
も
ひ
で

　

各
地
で
の
漆
器
や
、
漆
器
に
関
わ
る
方
々
と
の
出

会
い
は
、
こ
の
展
覧
会
で
漆
器
の
魅
力
、
面
白
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
原
動
力
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
年
明
け
早
々
に
能
登
で
興
っ
た
震

災
。
輪
島
の
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
確
か

に
根
付
い
て
い
た
漆
文
化
の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が

塞
が
れ
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で

は
輪
島
の
漆
器
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
も
っ
と
、
漆
や
漆
器
、
産
地
の
こ
と
を
、

伝
え
た
か
っ
た
と
い
う
心
残
り
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
展
覧
会
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
気
付
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
展
覧
会
が
、
復
興
や
漆
文
化
に

わ
ず
か
な
が
ら
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。     

（
施
主
S
）

■
私
は
大
学
１
年
か
ら
美
術
史
を

や
っ
て
き
て
、
工
芸
の
展
覧
会
を
多

く
見
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
本

展
に
関
わ
り
、
初
め
て
目
に
す
る
も
の
ば
か
り
と
出
会
い
ま

し
た
。
撮
影
で
は
、
蒔
絵
と
貝
の
色
が
同
時
に
出
な
い
照
明

の
難
し
さ
を
知
り
、
４
人
が
か
り
で
持
ち
上
げ
る
大
き
な
棚

を
何
度
も
運
ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
。
芝
山
細
工
修
復
作
業

の
撮
影
で
は
、
ま
さ
に
「
牛
の
骨
」
を
板
状
に
切
り
出
し
、

そ
こ
か
ら
文
様
を
切
り
ぬ
く
糸
鋸
と
手
つ
き
、
葉
脈
を
刻
む

彫
刻
刀
に
伝
わ
る
素
材
の
固
さ
を
覚
え
て
い
ま
す
。
鳥
の
羽

一
筋
が
、
い
か
に
繊
細
で
手
間
が
か
か
る
の
か
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、展
示
で
見
て
も
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、

扉
を
開
け
た
中
の
装
飾
、
棚
が
回
転
す
る
驚
き
。
そ
れ
ら
を

実
体
験
で
き
た
こ
と
が
、
有
難
く
楽
し
い
経
験
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ス
ー
パ
ー
サ
ブ
O
）

■
今
回
は
撮
影
者
・
記
録
者
と
し
て
は
な
か
な
か
に
難
儀
で

し
た
。
形
が
複
雑
！
大
き
い
！
か
と
思
え
ば
細
か
い
、
小
さ

い
！
良
い
塩
梅
か
な
と
思
う
く
ら
い
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
す

る
と
部
分
的
に
ギ
ラ
ッ
ギ
ラ
光
る
。
そ
こ
を
ど
う
に
か
し
た

ら
別
の
場
所
が
過
剰
に
光
り
、
さ
ら
に
ど
う
に
か
し
た
ら
質

感
や
立
体
感
が
弱
ま
る
。
後
ろ
に
は
担
当
者
や
所
蔵
者
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
…
。
こ
う
書
く
と
地
獄
の
よ

う
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
光
が

こ
の
子
に
は
合
う
の
か
、
こ
う
す
る
と
こ
う
光
る
の
か
、
余

分
な
光
を
切
れ
ば
も
っ
と
シ
ャ
ー
プ
に
出
る
な
ぁ
な
ど
、
お

も
し
ろ
く
勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
あ
く
ま

で
主
役
は
実
物
で
す
が
、
今
見
て
く
れ
る
方
々
、
そ
し
て
未

来
の
方
に
も
何
か
し
ら
役
に
立
つ
画
像
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
A
）

■
今
回
の
チ
ラ
シ
は
、
い
つ
も
以
上
に
パ
ワ
フ
ル
！
さ
ら
に

本
番
の
展
示
室
も
よ
り
派
手
に
に
ぎ
や
か
に
、
か
っ
こ
よ

く
！
芝
山
に
負
け
る
な
！
寄
木
に

勝
つ
ぞ
！
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

色
々
な
場
所
に
、
作
品
や
レ
タ
リ

ン
グ
を
切
っ
て
貼
っ
て
、
賑
や
か

し
て
参
り
ま
す
ぞ
♪

　
　
　
　
　
　

（
デ
ザ
イ
ナ
ー
I
）

■
特
設
サ
イ
ト
で
は
展
示
と
は
ま

た
違
っ
た
側
面
を
お
届
け
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
担
当
者
の
嘆
き

は
こ
ち
ら
に
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま

す
。(web

デ
ザ
イ
ナ
ー
M
）

■
当
館
の
公
式Instagram

を
始

め
ま
し
た
！
本
展
の
情
報
も
投
稿

し
ま
す
の
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
今
回
の
広
報
は
、
馬
車
道
駅
や
小

田
原
駅
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
バ
ス
「
あ
か
い
く
つ
」
号
の
サ
イ

ネ
ー
ジ
な
ど
な
ど
…
新
し
い
仕
掛
け
も
満
載
で
す
。
広
報
し

て
る
の
見
た
よ
！
と
い
う
方
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

見
る
ま
で
も
な
く
来
た
！
と
い
う
熱
心
な
方
、
博
物
館
を
支

え
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
展
示
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！
（
広
報
マ
ン
H
）

■
本
展
は
漆
器
の
魅
力
を
幅
広
い
年
齢
層
の
来
館
者
に
存
分

に
伝
え
た
い
と
い
う
担
当
学
芸
員
達
の
熱
意
と
創
意
工
夫
が

迸
っ
て
お
り
、
経
理
担
当
は
一
抹
の
予
算
的
な
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
、
楽
し
く
お
仕
事
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
特
別

展
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
閉
幕
日
で
は
な
く
、
決
算
処
理
完
了

時
で
す
の
で
、
関
係
職
員
の
方
々
は
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
本
展
O
蔵
大
臣
）

■
近
代
輸
出
漆
器
、
と
言
わ
れ
る
と
な
ん
だ
か
「
美
術
」
っ

て
感
じ
で
す
が
、
漆
器
、
だ
と
割
と
身
近
に
あ
る
も
の
で
す

よ
ね
（
お
箸
と
か
お
椀
と
か
）。
と
は
い
え
、
漆
器
を
作
る

ま
で
に
ど
ん
な
技
巧
が
使
わ
れ
て
い
る
か
は
中
々
身
近
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
色
々
な
漆
工
芸
の
専
門
家
が
お
話
・

実
演
・
体
験
を
通
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
漆
を
教
え
て
く
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
も
り
だ
く
さ
ん
で
す
！
ぜ
ひ
展
覧
会
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
～
。（
イ
ベ
ン
ト
担
当
い
ち
号
）

■
近
代
輸
出
漆
器
は
ど
ん
な
も
の
？
ど
ん
な
魅
力
が
あ
る
の

か
、
お
伝
え
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！
特
に

寄
木
細
工
は
、
緻
密
で
高
度
な
技
術
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
技
術
力
に
感
動
で
す
。
伝
統
的

な
模
様
か
ら
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
ま
で
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
の
が
魅
力
だ
と
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
て

感
じ
ま
し
た
。
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
こ
の
機
会
に
作
品
た

ち
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！
私
た
ち
も
イ
ベ

ン
ト
＆
展
覧
会
楽
し
み
ま
す
♪
（
イ
ベ
ン
ト
担
当

☺
）

○本展の内容は、 諸般の事情により、 予告なく、 変更となる場合がございます。 悪しからず、 ご了解ください。


